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環境負荷の少ない水素を使った燃料電池自動車（FCV）に注目が集まるなか、急速に
水素ステーションの整備が進んでいます。新日鉄住金が世界に先駆けて開発した高圧
水素用ステンレス鋼　　　　　　　（※1）は、高圧水素ガス環境下で生じる水素脆

ぜいか

化（※2）
を克服し、高強度、溶接施工可能などの特長が評価され、採用実績を伸ばしています。

水素社会に欠かせない先進材料

高圧水素用ステンレス鋼

※1  Hydrogen Revolutionary X19

※2  水素脆
ぜいか
化：鋼材中に吸収された水素により、鋼材が極端に脆

もろ
くなる現象。それにより亀裂やワレを引き起こす。

高圧水素化に適応した唯一の材料　 水素社会の実現を下支え

水素影響なし

水素中引張試験後の試験片外観

水素影響あり

1mm

汎用材

配管

配管 配管 溶接継手
溶接継手

配管ねじ ねじ継手
ねじ継手

ねじ継手

高圧水素化による課題

高圧水素化による課題高圧水素化による課題

優れた耐水素脆性

高速充填可能 !

イワタニ水素ステーション東京有明
© 岩谷産業（株）

課題

課題

北海道

埼玉
東京

千葉神奈川
山梨

静岡

岐阜

愛知
滋賀

三重大阪

兵庫岡山
広島

山口 香川

福岡

大分

■ 北海道（1）
■ 埼玉県（2）
■ 千葉県（2）
■ 東京都（9）
■ 神奈川県（2）

■ 滋賀県（1）
■ 大阪府（5）
■ 兵庫県（2）

■ 福岡県（6）
■ 大分県（1）

■ 山梨県（1）
■ 岐阜県（2）
■ 静岡県（1）
■ 愛知県（9）
■ 三重県（2）

■ 広島県（1）
■ 山口県（1）
■ 香川県（1）
■ 岡山県（1）

北海道 /関東圏

九州圏

関西圏

中部圏

中国 /四国圏

水素ステーションでの　　　　　　 採用実績　HRX19®　 の特長

Advanced Technology
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新日鉄住金（株） 技術開発本部
鉄鋼研究所 鋼管研究部
材料信頼性研究部 兼務
中村 潤 主幹研究員

※3  MPa：メガパスカル。引張強さや圧力の単位。1MPa（=1N/mm2）：１mm2当たり１N（≒0.1kg）の力が作用する圧力。

ENEOS横浜綱島水素ステーション
JXTGエネルギー（株） 提供

加
速
す
る
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
燃
料
電
池
自
動
車（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）に
水
素
を
充
填
す
る
設
備
で
あ
る
。
２
０
１
１

年
よ
り
商
用
化
が
始
ま
り
、
19
年
３
月
末
で
は
商
用

の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
全
国
１
１
３
カ
所
、
25
年

に
は
３
２
０
カ
所
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

商
用
化
に
伴
い
、
水
素
の
充
填
時
間
を
短
縮
す
る

た
め
に
高
圧
化
が
必
要
と
な
り
、
実
証
試
験
で
は
35

Ｍ
Ｐ
ａ（
※
３
）だ
っ
た
常
用
圧
力
が
現
在
は
70
Ｍ
Ｐ
ａ

と
な
り
、
将
来
的
に
は
１
０
０
Ｍ
Ｐ
ａ
ま
で
視
野
に

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
高
圧
水
素
環
境
で

充
填
時
間
の
短
縮
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
耐
水
素

脆
性
の
み
な
ら
ず
高
強
度
化
に
よ
る
配
管
の
薄
肉
化

（
ガ
ス
流
量
の
拡
大
）の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
。

従
来
使
わ
れ
て
き
た
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６

Ｌ
で
は
こ
れ
ら
の
要
求
は
満
た
せ
な
い
た
め
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ

３
１
６
Ｌ
を
冷
間
加
工
し
て
強
度
を
高
め
た
配
管
が

採
用
さ
れ
て
き
た
が
、
溶
接
施
工
の
際
に
軟
化
し
て

溶
接
継
手
強
度
が
大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
の
機
械
式
継
手
を
数
百
個
用
い
て
配

管
を
つ
な
い
で
い
た
。
こ
れ
で
は
、
継
手
一
つ
一
つ
に

コ
ス
ト
が
か
か
る
上
、
点
検
時
に
は
継
手
を
す
べ
て

外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
膨
大
な
手
間
と
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
ま
た
、
継
手
を
繰
り
返
し

使
用
す
る
こ
と
で
緩
み
が
生
じ
、
水
素
ガ
ス
漏
れ
の

リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
そ
う
し
た
課
題
か
ら
、
溶
接
に

よ
る
施
工
が
求
め
ら
れ
た
。

短
期
間
で
開
発
を
実
現
。

他
社
に
は
な
い
水
素
試
験
設
備
で

お
客
様
の
品
質
保
証
に
も
寄
与

高
強
度
の
ス
テ
ン
レ
ス
継
目
無
鋼
管
で
実
績
の
あ

る
新
日
鉄
住
金
に
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
向
け
の
高

強
度
材
が
で
き
な
い
か
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
の
は
、

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
商
用
化
目
前
の
２
０
１
０
年
。

技
術
開
発
本
部
で
は
通
常
５
〜
10
年
か
か
る
鋼
材
開

発
を
約
２
年
と
い
う
短
い
間
で
や
り
遂
げ
た
。

「
短
期
間
で
ゼ
ロ
か
ら
の
開
発
は
難
し
い
と
判
断
し
、

Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｅ（
米
国
機
械
学
会
）規
格
の『
Ｘ
Ｍ-

19
』

と
い
う
鋼
種
を
ベ
ー
ス
に
改
良
・
最
適
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
期
間
を
要
す
る
規
格
登
録
と
い
う

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
た
こ
と
で
、
あ
と
は
性
能
を
い
か

に
高
め
、
か
つ
、
そ
の
技
術
的
根
拠
を
立
証
し
て
い

く
か
に
専
念
で
き
ま
し
た
。
強
度
を
高
め
る
窒
素
を

添
加
す
る
と
水
素
脆
化
し
や
す
く
な
る
た
め
、
窒
素

と
何
を
添
加
す
れ
ば
安
定
し
て
水
素
脆
化
が
起
こ
ら

な
く
な
る
の
か
検
討
す
る
こ
と
が
一
番
の
課
題
で
し

た
」（
中
村
潤
主
幹
研
究
員
）

結
果
と
し
て
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
は
既
存
材
料
で
あ
る
Ｓ

Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
よ
り
優
れ
た
耐
水
素
脆
性
を
達
成

し
、
理
論
上
１
０
０
０
Ｍ
Ｐ
ａ
の
水
素
ガ
ス
に
も
耐

え
ら
れ
る
試
験
結
果
も
出
て
い
る
。
新
日
鉄
住
金
の

技
術
開
発
本
部
に
水
素
試
験
設
備
は
６
基（
尼
崎
４

基
、
富
津
２
基
）あ
り
、
特
に
尼
崎
に
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ（
国

立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
）の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
投
入
し
た
低
ひ
ず

み
速
度
引
張
試
験
機（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｔ
）や
外
圧
疲
労
試
験

機
、
内
圧
疲
労
試
験
機
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
駆
使
し

て
設
計
寿
命
の
５
倍
に
当
た
る
約
１
０
０
万
回
の

圧
力
変
動
を
か
け
た
性
能
評
価
を
行
っ
た
。
ま
た
、

母
材
の
鋼
種
決
定
後
、
従
来
材
で
は
不
可
能
だ
っ

た
高
強
度
、
耐
水
素
脆
性
か
つ
溶
接
欠
陥
防
止
を

満
足
す
る
溶
接
条
件
を
見
出
す
こ
と
に
も
成
功
し
た
。

材
料
を
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
す
る
と
と
も
に
、
溶

接
部
に
も
母
材
同
様
の
き
め
細
か
い
性
能
評
価
を

行
っ
て
い
る
。
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
母
材
に
つ
い
て
は
日
本

金
属
学
会
技
術
開
発
賞
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
溶
接
技
術

は
日
本
溶
接
協
会
技
術
賞（
本
賞
）を
18
年
受
賞
し

て
い
る
。

採用されたHRX19Ⓡの配管（蓄圧器ユニット）
（水素ステーション静岡）　静岡ガス（株） 提供

SSRT試験機
（Slow Strain Rate Test）

外圧疲労試験機

コンパクト化も可能にしたHRX19Ⓡ

今使われている材料
SUS316L

Ⓡ

新素材
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日鉄住金ステンレス鋼管（株）湘南工場
左から 横山 千晃、大塚 昭男製造課長 

日鉄住金ステンレス鋼管（株） 湘南工場

「
尼
崎
製
造
所
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
殊
管
の
新
材

料
を
開
発
し
、
い
ろ
い
ろ
な
用
途
の
Ｋ
Ｈ
Ｋ
事
前
評

価
申
請
を
支
援
し
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
水

素
分
野
に
お
い
て
も
、
商
用
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設

計
が
始
ま
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
を
採
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
事
前
評
価
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
お
客
様
と
直
接
対

話
で
き
、
信
頼
関
係
が
築
け
た
こ
と
も
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19

の
普
及
に
役
立
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

お
客
様
と
親
密
な
関
係
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
き

め
細
や
か
な
技
術
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19

に
対
す
る
高
い
信
頼
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」（
照
沼
正
明
）

製
造
体
制
の
強
み
を
活
か
し
、

お
客
様
が
求
め
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
配
管
は
、
主
に
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
管（
株
）（
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
）の
湘
南
工
場
で
製
造
し
て

い
る
。
同
工
場
は
、半
導
体
製
造
用
ガ
ス
配
管（
ク
リ
ー

ン
パ
イ
プ
）の
国
内
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
シ
ェ
ア
を
有
し

て
お
り
、
そ
の
技
術
力
と
徹
底
し
た
品
質
管
理
体
制

で
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
製
造
を
担
っ
て
い
る
。

「
水
素
社
会
は
未
来
の
技
術
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で

す
が
、
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
ち
早
く

顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
新
製
品
・
新
商
品
を
開
発
し

Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
み
な
ら
ず
、
水
素
社
会
に
必
要
な
当
社

製
品
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
鋼
種
を
横
断
し
て
連
携
し

て
い
き
ま
す
」（
中
村
主
幹
研
究
員
）

お
客
様
と
一
緒
に
働
き
か
け
、

新
材
料
と
し
て
認
め
ら
れ
る

厳
格
な
管
理
を
必
要
と
す
る
高
圧
水
素
ガ
ス
に
対

し
て
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会（
Ｋ
Ｈ
Ｋ
）は
一
般
の
高

圧
ガ
ス
保
安
法
に
加
え
て
例
示
基
準
を
発
行
し
て
お

り
、
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
と
Ｓ
Ｕ
Ｈ
６
６
０
の
使
用
の

み
認
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
材
料
で
あ
る
Ｈ
Ｒ
Ｘ

19
を
使
用
す
る
た
め
に
は
Ｋ
Ｈ
Ｋ
か
ら
材
料
使
用
に

対
す
る
認
可（
事
前
評
価
申
請
）を
取
得
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

「
事
前
評
価
申
請
に
必
要
な
膨
大
な
資
料
は
、
お

客
様
が
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
採
用

に
は
事
前
評
価
申
請
に
対
す
る
お
客
様
の
多
大

な
不
安
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
要
望
デ
ー
タ
取
得
や

専
門
的
な
質
問
に
対
し
、
技
術
開
発
本
部
と

一
体
と
な
っ
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
お

客
様
の
不
安
を
払
拭
す
る
技
術
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構

築
す
る
こ
と
に
尽
力
し
ま
し
た
」（
小お

す
き薄
孝
裕
主
幹
研

究
員
）

従
来
ま
で
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
の
冷
間
加
工
材
が

主
に
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
の

Ｋ
Ｈ
Ｋ
事
前
評
価
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
結

果
、
現
在
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

約
１
０
０
カ
所
の
う
ち
半
数
以
上
に
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
溶
接
施
工
を
確

立
し
て
い
る
会
社
も
10
社
を
超
え
、
確
実
に
Ｈ
Ｒ
Ｘ

19
を
採
用
す
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
き
て
い
る
。

特長・効果
HRX19®SUS316L（例示基準材）材料

Spec. 溶体化 溶体化冷間加工まま

耐水素脆性
●オーステナイト系ステンレス鋼で最高レベル
●ステーション配管の長寿命化および安全性向上を実現

高強度材料
●SUS316Lに比べ、約1.5倍の強度
●薄肉設計可能による軽量化と材料コスト削減を実現

溶接施工性
●優れた溶接性を有する材料
●施工およびメンテナンスコストの削減に貢献

Ni当量
≧28.5%

TS≧
800MPa

溶接部
TS≧

800MPa

（≧32%）

外径 25.4Φ以下の鋼管を中心に、小ロット、短納期製造に対応

外径 25.4Φ以上の鋼管を中心に製造対応

製造体制

素材製造 技開本部（尼崎）

水素材料研究
鋼材試験
データ提供

和歌山製鉄所

鋼管・鋼棒製造尼崎製造所

冷間抽伸・検査湘南工場

研究体制

抽
ちゅうしん

伸検査

　　　　　　の製造体制 SUS316Lとの比較

新日鉄住金（株） 技術開発本部
鉄鋼研究所 鋼管研究部 

小
お す き

薄 孝裕主幹研究員

新日鉄住金（株） 
尼崎製造所 カスタマー技術部 

照沼 正明
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日鉄住金ステンレス鋼管（株）
営業本部 営業部 
東京営業第二グループ

住友 要グループ長

新日鉄住金（株）
鋼管事業部 特殊管営業部
プラント鋼管室 

上山 翔太

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
は
新
日
鉄
住
金
の
尼
崎
製
造
所
か
ら

購
入
す
る
素
管
を
戦
略
在
庫
と
し
て
常
に
一
定
量
保

有
し
て
お
り
、１
〜
２
週
間
単
位
の
短
納
期
や
小
ロ
ッ

ト
ニ
ー
ズ（
１
本
か
ら
対
応
可
）に
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
。

「
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
が
取
り
扱
っ
て
い
る
オ
ー
ス
テ
ナ
イ
ト

系
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
比
べ
、
２
倍
の
強
度
を
有
す
る

Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
安
定
供
給
に
向
け
、
抽ち

ゅ
う
し
ん伸

技
術
の
確
立

お
よ
び
高
強
度
材
に
対
応
し
た
矯
正
機
の
導
入
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
お
客
様
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
拡
販
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
大
塚
昭
男
製
造
課
長
）

「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
高
圧
水
素
ガ
ス
環
境
下
で

Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
材
料
特
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め

に
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
で
の
製
造
・
最
終
検
査
が
大
変
重

要
で
あ
り
、
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
徹
底
し
た

品
質
管
理
体
制
と
製
造
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図

り
、
お
客
様
か
ら
よ
り
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」（
横
山
千
晃
）

新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
一
体
で

精
力
的
に
お
客
様
を
訪
問
。

Ｈ
Ｒ
Ｘ
19 

®

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
展
開

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
設
に
は
、
施
主
、
元
請
、

施
工
会
社
に
加
え
、圧
縮
機
、蓄
圧
器
、熱
交
換
器
メ
ー

カ
ー
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
お
客
様
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。

企
業
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
会

社
を
対
象
に
新
日
鉄
住
金
と
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
が
共
同
し
て

全
国
各
地
で
営
業
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

「
新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
の
営
業
・
製
造
・
技
術

担
当
者
が
一
緒
に
お
客
様
を
訪
問
し
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19

を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
か

か
わ
る
鋼
材
を
一
括
し
て
頼
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
、

配
管
だ
け
で
は
な
く
、
バ
ル
ブ
や
継
手
用
途
の
ス

テ
ン
レ
ス
丸
棒
や
形
鋼
な
ど
も
納
め
る
な
ど
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
」（
上
山
翔
太
）

ま
た
、
直
接
訪
問
以
外
に
も
、
積
極
的
に
展
示
会

に
出
展
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
関
係
者
と
の
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

｢

展
示
会
で
は
多
く
の
方
々
が
訪
問
し
て
く
だ
さ

り
、
昨
年
は
溶
接
デ
モ
の
実
演
、
今
年
は
バ
ス
対
応

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
採
用
実
績
や
本
田
技
研
工
業

（
株
）の『
ス
マ
ー
ト
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｓ
Ｈ
Ｓ
）70

Ｍ
Ｐ
ａ
』内
部
の
模
型
を
展
示
す
る
な
ど
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ

19
の
幅
広
い
用
途
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
水
素
ビ
ジ

ネ
ス
の
展
開
を
検
討
し
て
い
る
自
治
体
か
ら
説
明
会

開
催
の
要
望
も
多
く
、
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
へ
の
関
心
と
期
待

の
高
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。
日
本
金
属

学
会
技
術
開
発
賞
や
日
本
溶
接
協
会
技
術
賞
を
受
賞

で
き
た
こ
と
も
光
栄
で
、
今
後
の
活
動
の
励
み
に
な

り
ま
す｣

（
上
山
）

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
基
地
と
し
て
期
待
さ
れ

る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
安
全
面
が
第
一

の
た
め
、
慎
重
か
つ
堅
実
に
実
績
を
重
ね
て
い
ま
す
。

お
客
様
が
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

一
層
そ
の
高
機
能
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の
が

最
大
の
強
み
で
す
。
最
近
で
は
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
を
使
っ
て

い
る
こ
と
が
会
社
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と
、
展
示
会
の
パ

ネ
ル
に
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
名
前
を
入
れ
て
い
た
だ
い
た
り
、

鋼
材
サ
ン
プ
ル
を
飾
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
」（
住
友
要
グ
ル
ー
プ
長
）

「
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
を
使
っ
て
も
っ
と
お
客
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
丸
棒
で
の
ご
提
供
か
ら
、
お

客
様
の
必
要
と
す
る
形
に
よ
り
近
い
形
鋼
の
商
品

開
発
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｒ
Ｘ
19
の
ブ
ラ
ン

ド
力
強
化
も
知
的
財
産
部
と
連
携
し
て
進
め
て
お

り
、
今
後
、
広
く
一
般
消
費
者
の
皆
様
に
も
、
水

素
社
会
の
安
全
・
安
心
な
材
料
と
し
て
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
上
山
）

『第15回  国際水素・燃料電池展  FC EXPO 2019』に出展したときの様子

第 48回日本溶接協会技術賞（本賞）を受賞
左から小薄孝裕主幹研究員、大村朋彦上席主幹研究員リーディングリサーチャー、
平田弘征部長、浄德佳奈主任研究員


	Advanced Technology　高圧水素用ステンレス鋼HRX19®　水素社会に欠かせない先進材料
	P14
	P15
	P16
	P17




